
簡単水やりシステム 
（自動灌水） 

 
メンテナンスの手引き 

 
 
 
 
 
 
 

株式会社 タカギ 
 
 
 



１．季節毎の灌水時間の設定 

作業内容 

作業内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １．季節毎の潅水時間の設定 

 ２．電池の交換 （１年に１回） 

 ３．本体内部（あみ付きパッキン）のメンテナンス （適宜） 

 ４．雨センサーのメンテナンス （適宜） 

 
① .１日１回30分を目安（春・秋）として、季節や土壌環境、植栽状況等に応じて、季節毎に潅水  
   時間の設定を行います。 
   ※植栽直後は、こまめに灌水状況を確認して下さい 
    
      例：夏は「水やり間隔」や「水やり時間」を増やす、冬は「水やり間隔」や「水やり時間」を減らす、 

       水はけの悪いところでは「水やり間隔」や「水やり時間」を減らすなど 

 ※凍結の恐れがある場合 



 
① .年に１回、電池の交換をします。 
   電池寿命の目安は約１年（１日２回水やりをした場合）となっております。 
②．ただし、上記によらず液晶パネルに「交換」表示が点滅した場合や表示が無くなった場合に 
   は、速やかに電池の交換をして下さい。 
③．１ヶ月に１回程度の電池残量液晶パネルの確認をおすすめします。 
 

２．電池の交換 

作業手順 



３．本体内部（あみ付きパッキン）のメンテナンス           

作業手順 

 
① .本体内部のあみ付きパッキンの清掃をします（適宜）。 
   あみ付きパッキンにゴミなどが詰まると、水量が少なくなる原因となります。 
   

４．雨センサーのメンテナンス            

 
① .雨センサーの雨取込み口と内部の清掃をします（適宜）。 
  雨取込み口や内部にゴミなどが詰まると機能が正常に動作しなくなる原因となります。 
   

 
① .タイマーBOX（水栓柱用）をご利用の際には、電池交換後    
       フタを閉じる際、タイマーを背面に向けて下さい。 
 



※凍結の恐れがある場合           

作業手順 

※その他取扱方法等の詳細については、「かんたん水やりタイマー」取扱説明書をご覧ください           

冬季はタイマー及びホース内の水が凍結することがあります。 
気温が氷点下に達する日が続く場合やタイマーを使用しない場合は、以下の手順をおこなう
ことをおすすめします。 

②、⑤ 

 

①.蛇口を閉めます。 
②.調圧ジョイントを引き抜きます。 
③.タイマーの「すぐ水やりボタン」（水色）を 
  押してタイマー内の水を抜きます。 
 （少量しか出ません） 
④.もう一度タイマーの「すぐ水やりボタン」     
 （水色）を押します。 
※タイマー液晶表示の「水やり中」アイコンの    
 点滅が消灯したことを確認して下さい。 
⑤ .調圧ジョイントを元に戻します。 
⑥.灌水用のホースはそのままで構いません。 
 


